
病気を知ろう
Q&A

Q：近頃お口(歯)の病気が全身の健康にも影響があると聞き
　　ました。どんな影響がありますか？
A：

口腔ケアと健康寿命口腔ケアと健康寿命

お口の病気として代表的なものに歯周炎がありますが、数々の研究により全身の健康にも影響を
及ぼすことがわかってきました。なかでも糖尿病と歯周炎との関わりは重要で、糖尿病により歯周
炎が進行するだけでなく、歯周炎が糖尿病を悪化させるといった悪循環に陥ります。また、歯周炎
と心臓病・肺炎・低体重児出産・骨粗しょう症などとの関連も指摘されています。

Q：またお口(歯)が健康でなくなると（病気になると）どんな
　　病気にかかりやすくなりますか？
A：歯周炎などにより歯周組織を介して細菌が血流に乗って全身へ運ばれると、様々な病気を発症し

ます。代表的なものとして感染性心内膜炎があります。心臓の弁に異常があると細菌が弁にくっつ
きやすくなり、そこで細菌が増殖することがあります。生じた細菌塊や血栓が分離してしまうと血
管を詰まらせ、脳梗塞などを引き起こすこともあります。

Q：お口の(歯)病気にならないための予防法はありますか？
A：歯周炎は多くの場合、症状なく静かに進行します。予防するためには、お口も定期的なチェックが

必要です。また、むし歯も痛みが落ち着くとついつい放置しがちですが、症状が軽いうちに治療を
行ったほうが簡単な処置で済むことが多いです。

Q：お口の(歯)の健康を保つためにどのようなことを
　　心がければいいですか？
A：最も大切なことは、自分で行う歯磨き（セルフケア）です。毎日行うことはもちろん

大事ですが、正しい方法で行うことがより重要となります。歯科医院でブラッシン
グ指導をうけ、正しい歯磨きでお口の健康を保ちましょう。

Q：お口(歯)の病気【歯周炎など】にかかってしまった場合の
　　治療法を教えて下さい。
A：歯周炎の治療は、主に『汚れを落とすことにより進行を食い止めること』

と『歯磨き指導』です。歯科では専用の機械を使って歯石などの歯の汚れ
を除去しますが、最も大事なのは毎日の歯磨きです。むし歯や歯周炎の
進行を予防するために、定期的な歯科受診が大切です。

歯科口腔外科部長

いわゆる『歯医者さん』にいくのは誰
しも怖くて嫌なものです。しかし、歯

を失って初めてその大切さがわかっても、永久歯は二
度と生えてはきません。しっかり咬んで食べられること
は、健康寿命にもつながります。かかりつけ歯科医をも
ち、予防に心がけて口を健康に保ちましょう。

ひと言

おお　 き　　　　こう　すけ

　今年度より勤務しています。当科では、糖尿病・脂質異常症などの代謝疾患や、甲状
腺・下垂体・副腎などの異常による内分泌疾患を診療しています。現在、わが国での糖尿
病人口は約950万人、予備軍も含めると2050万人と推定されています。当院では糖尿
病患者さんやご家族が糖尿病に対する理解を深めて頂く事を目的に「糖尿病教育入院」を
実施しています。また当院は「都道府県がん診療連携拠点病院」であり、癌を合併した糖
尿病患者さんが、手術治療や抗がん剤治療をスムーズに受けられるよう、地域の医療機関
と連携し、血糖コントロールのサポートをさせて頂いています。糖尿病を始めとした「生
活習慣病」の治療には、薬物治療のほか、食事療法や運動療法といった、生活習慣全般の
改善が欠かせません。
　当院では、医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、理学療法士などが、それぞれの専門性
を生かしてチームとして診療を行えるよう努めてまいります。
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看護教育支援室各科各部紹介 第13回
　医療の進歩に伴い、看護師の役割は多様化・
複雑化しています。看護教育支援室では、どの
ような状況においても患者さんに優しく、質の
高い看護を実践し、県民の皆様に信頼される看
護師を育成するための支援を行っています。
　例えば、新人～ベテランまでの臨床経験にあ
わせた研修会や、専門的な知識・技術を学ぶ研
修会の企画・運営、そして認定看護師などの資
格取得支援、さらに看護研究の学会発表支援も
行っています。
　また、「将来、看護師になりたい！」という小・
中学生、高校生や、「茨城県立中央病院に就職
したい！」という看護学生さんへの病院見学会
も実施しております。
　良い看護をめざして頑張る人を全力で支援す
る場所が「看護教育支援室」です!!

写真左より角副看護師長、太田副看護師長、
　　　　　荻津看護師長、国谷看護師

左：志鎌医師　右：大山医師

大木　宏介 先生
が答えました
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